
研修歴 入力例⑦

プログラム（施設群）の異動



■整備基準より

やむを得ない事情により呼吸器内科領域専門研修プログラム
（施設群）の異動が必要になった場合，J-OSLER-呼吸器を活用
することにより，これまでの研修内容が可視化され，異動する
新しい呼吸器内科領域専門研修プログラム（施設群）において
も，異動後に必要とされる研修内容が明確になる．

これに基づき，異動前の呼吸器内科領域専門研修管理委員会
と異動後の呼吸器内科領域専門研修管理委員会が，その継続的
研修を相互に認証することにより，専攻医の継続的な研修を可
能とする．



■ＦＡＱより



◎勤務体系
・勤務体系に応じて選択

◎期間
・研修期間、勤務体系ごとに入力

期間開始日
・１つ目の期間開始日は、専攻医ユーザー登録時に
設定した【研修開始日】が自動でセットされる

・２つ目以降の期間開始日は、１つ前の期間終了日の
翌日が自動でセットされる

期間終了日
・カレンダーマークをクリックし、期間終了日を選択

◎週当たりの勤務時間
勤務体系［研修（非常勤）］の場合のみ、選択
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Aプログラムでの研修

Bプログラムでの研修



◎プログラム
虫眼鏡マークより、該当プログラムを選択

◎施設
虫眼鏡マークより、該当施設を選択
※施設名の下に施設区分が表示される（緑の箇所）

◎診療科
手入力

Aプログラムでの研修

◎補足
必ず、転出元・転出先のプログラム統括責任者より
学会へ事情を説明し、呼吸器内科領域専門医検討委
員会の承認を得た上で［補足欄］に下記を明記する

プログラム異動
20XX/XX/XX ⇐承認日を記載
呼吸器内科領域専門医検討委員会承認済

Bプログラムでの研修
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◎研修期間
【計算】をクリックすると、選択した勤務体系に
応じた係数を乗じた研修期間が計算される
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入力後のイメージ
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